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1.はじめに：絣の定義

•「経（たて）⽷か緯（よこ）⽷、あるいは双⽅の⽷を染め分け
て絣⽷（まだらに染めた⽷）をつくり、この絣⽷で柄をあらわ
しながら織り上げた」伝統⼯芸の織物である（中江、2013）。

久留⽶絣の経絣（発表者撮影・下川織物所蔵）



経絣、緯絣、経緯絣

•絣は経⽷または緯⽷のみを染め分けた経絣、緯絣、双⽅の⽷を
染め分けた経緯（たてよこ）絣が存在する。

左図から久留⽶絣の経絣・緯絣、経緯絣（発表者撮影・下川織物所蔵）



本発表の背景と⽬的

•絣⽂化は、8世紀頃にインドで発祥し世界中に伝播したもので
あるが、世界的に衰退の危機に瀕している。

•発表者らは2017年度から現在まで、筑後地区および広川地区
（福岡県筑後市及び⼋⼥郡広川町周辺）に現存する久留⽶絣協
同組合所属の織元やフランス、インド、メキシコ等において調
査を⾏なってきた。

•本発表は、世界的な伝統⼯芸である『絣』の紋様に関する総合
情報をオンラインでデジタルアーカイブとして公開する取り組
みに向けた報告である。



2. 絣の伝播の歴史と現況
•絣はインドで発祥した後、東南アジア⽅⾯に伝播した。
•琉球には、15世紀頃にジャワから絣が伝播した。
•⽇本三⼤絣産地（久留⽶、備後、伊予）において江⼾時代後期
から流⾏が起こった。

岡村吉右衛⾨の構成による絣の伝播主要ルート想定図（出典：江⼝久美. ⽂化伝播の経⽷
と緯⽷─ 絣（かすり）織り⽂化の世界史における伝播経路. 稲賀繁美編「映しと移ろい
⽂化伝播の器と蝕変の実相」. 花⿃社, 2019, 120p.）



フランスとメキシコの絣

絣のタフタのローブ・ア・ラ・
フランセーズ（出典：
https://www.thierrydemaigret.
com/lot/26753/5791052 ）

メキシコのレボソ（Rebozo Tenancingoにて
発表者撮影）

現代のメキシコ(Rebozo)18世紀フランス(Chiné à la 
branche)



• 経緯絣の製作には⾼度な技術が必要とされ、その存在は現在のところ、⽇本の他にはイン
ドネシア・バリ島におけるグリンシンなど、世界でも数カ所においてのみ確認されている。

• 世界中に広く伝播した絣であるが、その⽂化は衰退の危機に瀕している。

• 久留⽶絣を例に取っても、昭和初期の最盛期には年間220万反の⽣産量を誇っていたが、
その後減少を続けている

伝統織物の⽣産量の推
移（出典：⾼向嘉昭.九
州伝統織物産業の⽣成
と展開. 九州産業⼤学
商經論叢. 37(3) .1996,
9-10p.）



3. 絣のデジタルアーカイブ構想
3. 1 デジタルアーカイブの概要
•⽣物学の⼿法に基づき、世界各地の⽣地⾒本帖から主要な絣の
パターンを収集し、紋様の最⼩単位（モチーフ）を抽出し、
データベース化する。

•久留⽶絣の例では、各紋様について、反物に対する図案の最⼩
単位である1絵紙分（約38センチ×約24センチ）の画像、紋様
の最⼩単位の画像、分類情報、織元への聞き取り情報が付随す
る。

久留⽶絣の分類情報及
び織元への聞き取り情
報の⼀例



•画像は、⽣物学的記録⼿法に基づき、シンボルのサイズおよび
⾊を確定させるため、スケールと画像補正⽤カラーチャートも
共に撮影される。

久留⽶絣の画像の⼀例(発表者撮影・下川織物所蔵)



•アーカイブの対象地は、⽇本三⼤絣産地（久留⽶、
備後、伊予）、沖縄（琉球）、フランス、メキシ
コ及び、インドで発祥した後、東南アジアに広
まった絣の伝統的な形態が残された主要な産地と
してカンボジアを予定している。

•推定される伝播経路上に時間軸も考慮しながら位
置付け、アーカイブを作成する。

•紋様数について、久留⽶絣の1織元あたりでは、約
300種類、サンプルブックも含めると約1,000種類
に及ぶ。



•ウェブサイトのシステムは、QOU・⿅野雄⼀により管理・作成
されている⽇本をはじめモンスーンアジアの淡⽔⿂および淡⽔
⽣物等に関する既存の⽣物多様性総合データベース
(http://ffish.asia)のシステムに基づいて構築することを想定し
ている。

ffish.asia ウェブサイト（出典：http://ffish.asia）



•絣のデジタルアーカイブウェブサイトは検索機能を持っており、
難読漢字による紋様名称や技法および英語（アルファベット）
での検索にも対応する。

英語版ウェブサイトのイメージ（テキスト検索）



•テキスト検索ではキーワード検索および年代別などの詳細検索
が可能であり、画像と⽂献情報が付記され、ポップアップで聞
き取り情報が表⽰される。

⽇本語版ウェブサイトのイメージ（テキスト検索）



•地図検索では、織元別の主要な情報がポップアップで表⽰され
るほか、キーワードおよび詳細検索ができる

ウェブサイトのイメージ（地図検索）（出典：久留⽶絣共同組合HPを元に発表者作成）



3. 2 データベース化する対象と項⽬
•主に、絣の紋様の類型化と、聞き取り情報を含む類型化された
各紋様の分布情報

•１レコード当たりの具体的なデータ項⽬：番号、紋様の収集場
所、紋様のある絣の布の状態

• 5つのサブデータベース
• 環境（織元名・住所・⽇時）
• メディアファイル（画像）
• 紋様分類（年代・経、緯または経緯の別・⾊名・紋様名称（シンボル
名））
• 聞き取り情報（染料・由来・⽷・技法）
• ⽂献（著者、年、タイトル、ソース、DOI）

•久留⽶絣共同組合ウェブサイト、国⽴国会図書館デジタルコレ
クション、国際⽇本⽂化研究センターのデータベースおよび⽂
化財保護修復研究国際センター(ICCROM)との連携を⽬指す。



3. 3 想定される利⽤対象者と利⽤内容
• 研究者

• 画像と紐づけられた情報が掲載されているため、データへのアクセスを容易
になり、⽂化の全体像の把握を可能にする

• 教育現場（⼩学校から⼤学）
• 紋様の「図鑑」として⽂化に親しむことを促進することができる。

• ⼀般の⽅々
• 「図鑑」として伝統⼯芸への興味をより引き出すことができる。

• 各織元の職⼈
• ⽣地⾒本帳のアーカイブとして活⽤できる。デザイン分野におけるAIの深層

学習やビックデータへの適⽤も可能である

• アパレルメーカー
• 織元が布を販売する際に、⽣地⾒本帳を直接⾒せずに済むため、受注に利便
性が出せ、地域産業の外部からの発注を促進する。



4. おわりに
•衰退の危機に瀕している無形⽂化遺産である絣について、⽣物
学の⼿法に基づいたオープンなアーカイブ作成を⾏うことで、
無形⽂化の記録ツールとして新たな⼿法を提⽰することができ
ると考えている。

•全体像を把握することが困難な無形⽂化である絣について、各
織元の垣根を超えて全体像を可視化することできる。

•⾮構造化データである無形⽂化である絣の情報について、デジ
タルアーカイブ化を通じて構造化データ化することができるた
め、情報としての活⽤可能性を広げ、知識循環型社会の構築を
⽬指すことができる。

•アーカイブ化された絣デザインのAIへの応⽤を⽬指したいと考
えている。
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